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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１５年１１月１７日の中間決算発表時に公表した 
平成１６年３月期の個別業績予想および連結業績予想を下記のとおり修正します。 
 
 

記 
 
 
１．平成１６年３月期個別通期業績予想数値の修正 
  （平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日）       （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 

（平成１５年１１月１７日 発表） 
２２，０００ ４００ ２６０ 

今回修正予想（Ｂ） ２２，０００ ５６０ ２６０ 
増減額（Ｂ－Ａ） ０ １６０ ０ 
増減率 ０％ ４０％ ０％ 

前期（平成１５年３月期）実績 ２１，８４４ ２９１ １１４ 
 
２．平成１６年３月期連結通期業績予想数値の修正 
  （平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日）       （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 

（平成１５年１１月１７日 発表） 
４６，６００ １，４２０ ５８０ 

今回修正予想（Ｂ） ４６，０００ １，２００ ５００ 
増減額（Ｂ－Ａ） △６００ △２２０ △８０ 
増減率 △１．３％ △１５．５％ △１３．８％ 

前期（平成１５年３月期）実績 ４９，５３５ ８０１ ９９ 
 



３．修正の理由 
（１）平成１６年３月期個別業績予想 
 売上高につきましては、手持工事を順調に消化し前回予想額の２２，０００百万
円を達成できる見込みであります。損益面につきましては、調達費と固定費の削減
を強力に推進するかたわら、金融収支を中心に営業外収支の改善に努めました結果、
経常利益は前回予想額を１６０百万円上回る５６０百万円になる見込みであり、当
期純利益は保険解約金の入金１９０百万円（特別利益）が見込まれる一方、特別損
失として子会社解散損失１９０百万円、固定資産譲渡損失１４５百万円、固定資産
売却損等で７５百万円の発生が見込まれますが、前回予想額を達成できる見込みで
あります。 

 
（２）平成１６年３月期連結業績予想 
 売上高につきましては、連結子会社で一部減収となり、前回予想額を６００百万
円下回る４６，０００百万円となる見込みであります。損益面につきましては、連
結子会社の減収による影響と厳しい受注環境下での採算低下により、経常利益は前
回予想額を２２０百万円下回る１，２００百万円になる見込みであり、当期純利益
は保険解約金の入金１９８百万円（特別利益）が見込まれる一方、特別損失として、
固定資産譲渡損失１４５百万円、土地交換差損１１３百万円、特別退職金８５百万
円、固定資産売却損等１１５百万円の発生が見込まれるため、前回予想額を８０百
万円下回る５００百万円になる見込みであります。 

 
４．期末配当の予想 
   平成１５年１１月１７日に発表いたしましたとおり、期末１株当たり４円、既に 
実施した中間配当をあわせ年間８円とさせていただく予定であります。 

 
以 上 

 


